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Ⅰ は じ め に
甲南女子大学人間科学部総合子ども学科では，保育
士，幼稚園教諭，小学校教諭の養成のため，弾き歌
い，リズム曲，教則本などのピアノ演奏を中心とした
授業「器楽・声楽Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ（Ⅰ・Ⅱは必修，Ⅲは選
択授業）」をそれぞれ 1年，2年，3年時に半期ずつ設
総合子ども学科 学生の音楽経験と既知曲の傾向
──2012 年度～2015 年度 アンケート調査による比較分析──
衣 川 久美子・山 﨑 和 子
由 井 敦 子・坂 井 康 子
Changes in Students’ Familiarity with Music Songs and their Experiences
in Music Childhood Education Department of Konan Women’s University
－An analysis of questionnaire surveys through 2012 to 2015－
KINUGAWA Kumiko, YAMASAKI Kazuko, YOSHII Atsuko and SAKAI Yasuko
Abstract : It’s the 10th anniversary of the establishment of Childhood Education Department of Konan
Women’s University. To take an opportunity of the event, comparative analyses were conducted to grasp stu­
dents’ trend through 10 years. Since the opening of the department, questionnaire surveys to new students
have been implemented in“Instrumental and Singing Training”courses. Surveys were to acknowledge stu­
dents’ past experiences in music and their familiar songs. 10 years’ accumulated data on“students’ musical
experiences”were divided to three periods and data from each period was comparatively analyzed to grasp
any changes of the time. Data on“familiar songs”were divided to two periods, one on year 2012 and the
other from year 2013 to 2015. On this, focuses of analysis were on students’ concerns when performing
“sing­plays”. Incremental changes have been recognized in recent years both in the choice of songs in nurs­
ery/elementary school classrooms and in general nature of students in the department. Therefore yearly im­
provements on courses have been made through elaboration on teaching techniques. Based on the two analy­
ses, further research will be conducted to build a new guideline for teaching“Instrumental and Singing
Training”courses.
要旨：「器楽・声楽」の授業では，学科開設当初から学生の音楽経験をつかむために，入学時アンケ
ート調査を行ってきた。総合子ども学科開設 10周年を機に，この 10年を把握しておくため，これま
での学生の音楽的背景の変化を過去の結果と合わせて 3期に分けて比較分析した。
また，2012年度の既知曲のアンケートの結果を土台にし，2013年度～2015年度の既知曲の傾向や
弾き歌いに関する意識などを 2期に分けて比較分析した。
近年，保育・教育現場での子どもの歌の傾向や，学生の気質などが少しずつ変化している。そのた
め，毎年授業の改善や指導法の工夫や研究を行ってきたが，今回の 2つの分析結果を踏まえて「器楽
・声楽」の新たな指針を見つけていきたい。
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定している。この「器楽・声楽」の授業は，2種のグ
ループ授業を組み合わせて非常勤講師を含む 8人の教
員によって担当しており，毎年全担当教員によって検
討・改善が重ねられている。「器楽・声楽」は，本学
科の音楽に関連する授業「保育内容の研究（音楽表
現）」「初等教科教育法（音楽）」「保育の表現技術」の
基盤となる授業として位置付けられており，保育・教
育の基本的技術を向上させる指導において最大限の成
果をあげるために，個々の学生の実態をつかむことが
必須である。
2006年に本学科が開設されて以来，この「器楽・
声楽」の授業について「坂井ほか 2009」，「衣川ほか
2013, 2014, 2016」を著して示してきた。本稿では，
次章第Ⅱ章において，学生の実態調査による 2006～
2013年の経年変化についてまとめた「衣川ほか 2014」
以降継続しておこなっている，入学時の音楽経験を主
に問うアンケート調査をそれまでの調査と比較考察す
る。
本稿第Ⅲ章では，歌唱教材の認知度を明らかにすべ
く 2012年度からおこなってきている「子どもの歌
（歌唱教材）の既知曲」を問うアンケート調査の結果
を分析し，学生の実態を明らかにする。このアンケー
ト調査は 2年時の 6月に実施しており，歌唱教材の既
知曲を問うものである。
この二つのアンケート調査を分析することにより本
学学生の音楽に関する実態を詳らかにする。
Ⅱ 学生の音楽学習経験
Ⅱ章では「学生の音楽学習経験」の分析結果を示
し，考察する。「音楽学習等に関するアンケート」は
資料 1に示している。前研究では 2006年度～2013年
度までの 8年間のアンケートを分析した。今回は，前
研究を土台にして，学科開設 10年間の学生の実態を
俯瞰し，変化の実態を掴むために，2006年～2011年
度，2012年度，2013年～2015年度の三区分に分けて
分析を行った。この年度区分は，Ⅲ章で扱う既知曲の
研究の分類と関連付けて述べるために，Ⅲ章の区分に
合わせ，あえて 2012年度を分けて分析した。年度比
較をするために，2006年～2011年度，2013年～2015
年度については平均値で表している。
2014年度，2015年度のアンケートにおいて新たに
加えた質問項目は，本稿 1節「高校での音楽の履修年
数」，6節「演奏できる楽器と鍵盤楽器所持の状況」，
7節「ピアノ・弾き歌いの質問と不安」である。
1．高校での音楽の履修
「高校での音楽の履修」について述べる。図 1に見
るように，3期に分けてみると，10年間で 4％の増加
が見られた。学生の約 7割が高校 3年間のいずれかの
時期に音楽を履修している現状は，保育・教育への進
路のためには音楽の素養が必要であると，学生が自覚
していることを感じさせられる。また，2014年度・
2015年度のみ実施した図 2「高校での音楽の履修年
数」の調査を見ると，「音楽」・「美術」・「書道」の科
目から 1教科を選択する高校 1年生で，音楽を選択し
ている学生が本学科において半数近く見られること
も，興味深い傾向である。高校での芸術系科目におい
ては，通常授業としては 1年生のみの選択授業と設定
している高校が多い中で，高校 3年間を通して音楽を
履修した学生が 2014年度・2015年度の平均で 24％
という結果が得られた。アンケートの中で，高校の授
業においてピアノを習ったとの記述も見られたが，保
育系のコースを設ける高校が増加傾向にあることが影
響しているのではないかと思われる。今後の動向を見
ていきたい。
2．小学校・中学校・高校での音楽系クラブ経験の有無
「小学校・中学校・高校での音楽系クラブ経験の有
無」について述べる。図 3に見るように，本学科に入
学する学生の 1/3以上が，大学へ入学するまでに，小
学校・中学校・高校のどこかで何らかの音楽系クラブ
図 1 高校での音楽の履修
図 2 高校での音楽の履修年数（2014・2015年度のみ）
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を経験しているということが明らかである。次節の
「高校での音楽系クラブ経験の有無」の結果と併せて
今後の傾向を見ていきたい。
3．高校での音楽系クラブ経験の有無
「高校での音楽系クラブ経験の有無」について述べ
る。高校で音楽系クラブに所属していた割合は，図 4
に見るように減少傾向にある。また，図 5の「高校で
の音楽系クラブの種類」は，吹奏楽部と合唱部以外の
「その他」の音楽系クラブの割合が年度ごとに減少し
ている。その中で，図 5に見るように，10年間を通
して約 6～7割が吹奏楽部に所属しており，その割合
は年々増加傾向にある。音楽系クラブ経験が吹奏楽部
と合唱部の 2種類に大別され，圧倒的に吹奏楽部が多
いということは予想していなかった。その理由として
は，吹奏楽部は，コンクールや様々なイベントなどで
活躍できるという楽しさなどが要因として挙げられる
だろう。参考までに，その他のクラブの種類の内訳
は，2006年～2011年度および 2012年度が，管弦楽・
器楽・琴・ギター・マンドリン・ハンドベル・和太鼓
・軽音楽。2013年～2015年度が，軽音楽・フォーク
ソング・クラシックギター・和太鼓・邦楽であった。
「器楽・声楽」の指導を行っていく中で，鍵盤楽器
については未経験であっても，音楽系クラブの経験が
あれば，読譜力やリズム感など，音楽の基礎が身に付
いているので，練習にどう取り組むかなど，音楽に向
き合う姿勢を会得できていると感じることが多い。
4．鍵盤楽器の学習経験の有無と学習経験年数
「鍵盤楽器の学習経験の有無と学習経験年数」につ
いて述べる。図 6に見るように，3期を通して平均す
ると，82％の学生が鍵盤楽器の経験者であることが
わかる。本学科では入学試験に音楽の試験を課してい
ないにも関わらず，鍵盤楽器の学習経験者が多いのは
予想以上である。将来の保育・教育現場での仕事を見
据えて，ある程度経験が必要であると，入学前から自
覚している学生が多いと思われる。また，経験を生か
して進路を決めている可能性も高い。図 7の「鍵盤楽
器の経験者の学習年数」を見ると，2013年～2015年
度は，以前よりも 4～8年以上，また 9年以上の経験
年数の長い学生が若干増加してきている。年度ごとの
図 3 小学校・中学校・高校での音楽系クラブ経験の有無
図 4 高校での音楽系クラブ経験の有無
図 5 高校での音楽系クラブの種類1）
図 6 鍵盤楽器の学習経験の有無
※鍵盤楽器には，ピアノ・オルガン（エレクトーンなど）・
電子ピアノ・キーボードを含む。
図 7 鍵盤楽器の学習経験年数
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変化はあるが，平均すると，9年以上の経験者が約 3
割，また 4年以上の経験者が 6割以上いることが分か
る。これは，鍵盤楽器の経験が進路に結びついている
ことを表していると言えるだろう。一方，経験無しの
学生は平均すると 2割弱見られる。このように，入学
前の経験についてはかなり差があるが，必ずしも経験
年数に実力が伴っていない場合や，初心者や経験年数
が浅くても，上達の速い学生もいる。さらに，音楽系
クラブの経験が大きな力になっている学生も少なくな
い。
5．使用教則本
「使用教則本」について述べる。図 8に見るように，
使用教則本に関するアンケートでは，幼稚園や保育所
（園），小学校などでの採用試験の課題に多く見られる
教則本に特化した設問からの選択で，バイエル，ブル
グミュラー，ソナチネ，ソナタ，その他とした。バイ
エルの経験者は，3期を通して見るとやや減少傾向に
ある。ブルグミュラー，ソナチネ，およびソナタの割
合については大きな変化は見られない。その他につい
ては，例えば，楽器店が経営している音楽教室などに
通っていた場合には，教室のオリジナルテキストを用
いている場合や，個人レッスンの先生の指導方針によ
る選曲などがあると思われる。設問による影響もある
が，経験者の約 90％がバイエルからブルグミュラー，
ソナチネへと至る学習を経てきている結果は大変興味
深い。現在は様々な指導法も試されているが，このバ
イエルからスタートする学習方法は，音楽の基礎的な
構造を習得し，演奏力を高める一定の効果があると
我々も実感している。
6．演奏できる楽器と鍵盤楽器所持の状況
「演奏できる楽器と鍵盤楽器所持の状況」について
述べる。図 9に見るように，演奏できる楽器は，鍵盤
楽器以外では，木管楽器，次いで金管楽器を演奏でき
る学生が多い。木管楽器の内訳は，多い順から，クラ
リネット，フルート，サックス，ピッコロであった。
また，金管楽器は，トランペット，トロンボーン，ホ
ルンの順であった。この結果は，3節の「高校での音
楽系クラブの種類」で述べたように，高校の吹奏楽部
での経験に比例していると言えるであろう。打楽器で
は，具体的な楽器の名前が挙がっていたのはドラムの
みで，弦楽器は，ギター，バイオリン，琴の順であっ
た。ドラムやギターの経験者が見られるのは，軽音楽
部に所属していた学生がいたためと思われる。
次に，図 10「自宅に持っている楽器の種類」，図 11
「自宅に持っている鍵盤楽器の種類」について述べる。
鍵盤楽器を持っている学生の人数は，学生総数に対
し，2014年度は 126名中 119名で 94％，2015年度は
134名中 108名で 82％であった。このように約 9割
が鍵盤楽器を所持しているという割合は非常に高い。
4節図 6の鍵盤楽器の経験者よりも割合が上回ってい
るのは，家庭に元々楽器がある，家族に経験者がいる
などが考えられる。また，鍵盤楽器以外の楽器を所持
している学生も見られた。鍵盤楽器以外で所持してい
図 8 使用教則本
図 9 演奏できる楽器
図 10 自宅に持っている楽器
図 11 自宅に持っている鍵盤楽器の種類
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る割合が最も高かったのは弦楽器で，ギターが 2年の
平均で 8名と一番多く，次いでバイオリン・琴・三味
線・ウクレレの順であった。弦楽器に次いで木管楽器
が多かったが，その種類は，吹奏楽部に所属していた
学生で，個人の楽器を購入している割合の高い，フル
ート・クラリネットであった。打楽器は，木琴・電子
ドラムが各 1名ずつ，また，その他の記載は，リコー
ダーと鍵盤ハーモニカであった。
「演奏できる楽器」や「自宅に持っている楽器」の
結果から，鍵盤楽器以外にも様々な楽器に接してきて
おり，学生の音楽経験が豊かなことが分かる。吹奏楽
部での経験以外で，和楽器の経験があり，所持してい
るという回答が見られたが，これは高校での音楽の授
業において 2003年度以降，琴・三味線・和太鼓など
の和楽器の習得が必修になったことも理由の一つと考
えられる。
7．ピアノ・弾き歌いの質問と不安
2014年度・2015年度調査において「ピアノ・弾き
歌いに対する質問と不安」について尋ねた。2年間の
学生総数 260名中 30％に当たる 79名がこの設問に記
述していた。質問は無く，ピアノ未経験者やブランク
のあることへの不安等，ピアノが弾けるかどうかとい
うピアノ実技に対する不安がほとんどであった。この
アンケートは入学時に行っているため，ピアノ実技へ
の不安が大きいことがわかる。弾き歌いに関しては，
Ⅲ章 7節で 1年生後期「器楽・声楽Ⅰ」を経て，2年
生前期「器楽・声楽Ⅱ」に入り約 2カ月が経った時期
にアンケートを実施した結果を述べる。
「学生の音楽学習経験」についてまとめると，「高校
での音楽の履修」の状況については 10年間で大きな
変化はないが，2014年度・2015年度のみの調査から，
高校 3年間を通して音楽を履修している学生が 1/4見
られた。これは，高校卒業後の進路を意識して選択し
ている学生が増えつつあると考えられる。高校までの
「音楽系クラブの経験」については，2割前後で大き
な変化は見られないが，10年間を通して経験者の約 7
割が吹奏楽部に所属しており，その割合も増え続けて
いる。また，6節の「演奏できる楽器」の調査でも分
かるように，鍵盤楽器以外の経験を有する学生が多く
見られ，背景に豊かな音楽経験が感じられる。この実
態は，「器楽・声楽」の授業においても，鍵盤楽器の
経験の有無に関わらず，吹奏楽部などでの音楽経験が
大きく活かされている。「鍵盤楽器の経験の有無」と
「学習経験年数」についても割合に大きな変化は見ら
れないが，平均すると 9年以上の経験者が約 3割，ま
た 4年以上の経験者が 6割以上で，これは，鍵盤楽器
の経験が進路に結びついていることを表していると言
える。一方で，経験無しの学生は 2割弱であった。経
験無しや経験の浅い学生からの，ピアノに対する不安
も多数あげられていたが，入学前には経験にかなりの
差を持つ学生達が，授業が終了する時点では，演奏面
でも大きな差が感じられないほどに成長を遂げるケー
スも多い。その背景には，学生の個々の努力も勿論で
あるが，我々がこの 10年間に積み重ねてきた授業の
改善や工夫，ピアノの授業における進度別のクラス分
けの中での学生同士の切磋琢磨，「器楽・声楽」以外
の音楽に関連する授業との相乗効果なども功を奏して
いると考える。
Ⅲ 子どもの歌の既知曲の実態
Ⅲ章では，「歌唱教材の既知曲の実態」について述
べる。学生が「器楽・声楽」の授業で使用している 2
冊のテキストの子どもの歌をどれ位知っているのか実
態を知るために，2012年度に初めて歌唱教材の既知
曲の調査をして分析を行い，2014年に甲南女子大学
研究紀要にまとめた。既知曲の調査を始めたきっかけ
は，テキスト掲載曲を学生達があまりにも知らないこ
とに困惑したからであった。2012年度の学生の共通
既知曲は，111曲の 1/3であった。非常に少ないとい
う結果から，2013年度以降の学生の既知曲の実態を
捉える必要を感じた。テキストは「歌おう♪弾こう♪
こどもとともに」2）と「マイレパートリー」3）の 2冊で，
「歌おう♪弾こう♪こどもとともに」の掲載曲は 34
曲，「マイレパートリー」は 77曲で，曲数は両方に共
通している《お正月》と《ハッピー・バースディ・ト
表 1 ピアノ・弾き歌いの質問と不安
未経験，又は殆ど弾いたことがないので弾けるように
なるか不安 27
習っていた時からブランクがあるので不安 27
ピアノを始めて間がないので不安 6
ピアノが得意でない 5
楽譜が読めない 4
弾き歌いが不安 3
リズムがとれない 2
音符に音の名前を書かないと無理
高校で音楽の授業がなかったので不安
鍵盤楽器のタッチの違い
習っているが進度が遅い
一曲の仕上げに時間がかかる
各 1
回答数 79名
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ゥ・ユー》を除き，2冊で 111曲である。資料 2に示
した「子どもの歌に関するアンケート」に見るよう
に，2冊の掲載曲全 111曲に「大学以前に知っていた
子どもの歌」と「大学以後に知った子どもの歌」に○
を記入させ，既知曲を調査した。他に「子どもの頃に
よく歌っていた歌」「子どもの頃に歌った歌は誰に習
ったか」「一番好きな子どもの歌」「保育者になった時
に子どもたちに伝えたい歌」「弾き歌いの大事な 3つ
のポイント」など 5つの設問をして分析を行った。今
回は，2013年～2015年度の 3年分の既知曲の平均を
して傾向をとらえ，前回調査分析した 2012年度の結
果と比較した。
学生の有効回答数は 2012年度 107名。2013年度
111名，2014年度 126名，2015年度 120名，3年分の
平均は 119名であった。なお，2013年度以降とは
2013年～2015年度を示し，2012年度と比較するため
に 3年間を平均したデータを用いている。
1．大学以前に知っていた子どもの歌
「大学以前に知っていた子どもの歌」について述べ
る。掲載曲 111曲は，いわゆる保育・教育現場で使わ
れる定番曲を厳選したもので，その中には生活・行事
の歌や，季節・自然の歌，あそびの歌，小学校共通教
材曲 24曲が含まれており，我々指導者が学生達に知
っていて欲しいと願う曲である。表では，「歌おう♪
弾こう♪こどもとともに」を無地で，「マイレパート
リー」はグレー地で表している。
資料 3-1と 3-2は，テキスト掲載曲全 111曲の既知
曲の人数表である。全体を見ると，上位 80％以上の
学生が知っていた曲が約 50曲あるので，詳細に分析
を行う。また，下位に関しては，20％未満の約 20曲
の比較分析を行う。
初めに，100％の学生が知っていた子どもの歌につ
いて述べる。表 2に示すように 100％の学生が知って
いた子どもの歌が，2012年度は 17曲あったのに対し
て，2013年度以降は 7曲と半分以下に減少している。
2012年度と 2013年度以降で 100％共通している曲は
《あわてんぼうのサンタクロース》《うれしいひな祭
り》《お正月》《ちゅうりっぷ》《ハッピー・バースデ
ィ・トゥ・ユー》《ぶんぶんぶん》の 6曲であった。
共通している曲の下に，2重線を入れている。共通し
ている 6曲と＊印の 12曲と合わせた 18曲が，ほぼ 4
年間の共通既知曲と言える。表 2は，共通している曲
と＊印の共通していない曲をまとめて，それぞれ五十
音順に示したものである。以後の表も同様である。
次に，90％～99％の学生が知っていた子どもの歌
について述べる。表 3に見るように，90％～99％で
は 2012年度は 30曲で 2013年度以降は 32曲と，ほぼ
同じである。共通している曲は，2重線で示すように
20曲あった。＊印の曲は，2012年度 10曲，2013年度
以降 12曲で，両方合わせて 22曲あった。90％～99％
の学生が知っている曲は共通している 20曲と，＊印の
22曲を合わせて全部で 42曲ある。この中で 100％の
曲と重なっている 12曲を省いた 30曲と，100％の 18
曲を合算すると，90％以上の学生が知っている曲は 4
年間を通して 48曲になり，掲載曲 111曲の 43％にな
った。この調査を始めた時は，共通既知曲がますます
減少していくだろうと予想していたが，90％以上の
学生が知っている曲は，2012年度が 47曲，2013年度
以降は 39曲となり，やはり少しではあるが減少して
いるように見える。今後もこの動向に注意していきた
い。この表で特記すべきところは，小学校共通教材曲
の《うみ》《春が来た》《ふるさと》《夕やけ小やけ》
《かたつむり》《虫の声》の 6曲が両年度に共通して含
まれていたことである。これは，小学校共通教材全
24曲中の 1/4を占めている。この 6曲は，学生のほ
とんどが小学校共通教材の定番曲として，小学校で習
ってきていることがわかった。
表 4に見るように，80％～89％の学生が知ってい
た子どもの歌について述べる。2012年度が 4曲で
表 2 大学以前に知っていた子どもの歌 100％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 あわてんぼうのサンタクロース
あわてんぼうのサンタクロ
ース
2 うれしいひな祭り うれしいひな祭り
3 お正月 お正月
4 ちゅうりっぷ ちゅうりっぷ
5 ハッピー・バースディ・トゥ・ユー
ハッピー・バースディ・ト
ゥ・ユー
6 ぶんぶんぶん ぶんぶんぶん
7 うみ（小学校共通教材曲）＊ アイアイ＊
8 大きなくりの木の下で＊
9 おもちゃのチャチャチャ＊
10 さんぽ＊
11 ジングルベル＊
12 ちょうちょう＊
13 どんぐりころころ＊
14 森のくまさん＊
15 犬のおまわりさん＊
16 思い出のアルバム＊
17 大きな古時計＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
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2013年度以降は 9曲で，共通している曲は《おばけ
なんてないさ》のみであった。＊印の曲は，両方合わ
せて 11曲である。80％以上の学生が知っている曲
は，合計で 52曲である。全体の約 1/2となる。
次に，下位について述べる。0％は無かったので，
10％未満について，つまり学生の 10％未満しか知ら
ない曲について述べる。表 5に見るように，両年度と
も 10曲で，全て共通の曲であった。この結果は非常
に興味深い。その中で，小学校共通教材曲は《越天楽
今様》《スキーの歌》《冬げしき》の 3曲であった。指
導者の世代では小学校で習ってきたが，今の学生は小
学校共通教材でありながら，おそらく小学校でほとん
ど習っていないということが明らかである。
10％～19％の学生しか知らない子どもの歌につい
て述べる。表 6に見るように，ここでは《きみとぼく
のラララ》《しずかなクリスマス》《春の風》《シンデ
表 3 大学以前に知っていた子どもの歌 90％～99％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 一ねんせいになったら 一ねんせいになったら
2 きよしこの夜 きよしこの夜
3 かたつむり（小学校共通教材曲）
かたつむり（小学校共通教
材曲）
4 こいのぼり こいのぼり
5 こぎつね こぎつね
6 さっちゃん さっちゃん
7 しゃぼんだま しゃぼんだま
8 世界に一つだけの花 世界に一つだけの花
9 ぞうさん ぞうさん
10 たなばたさま たなばたさま
11 ドレミの歌 ドレミの歌
12 にんげっていいな にんげっていいな
13 春がきた（小学校共通教材曲）春がきた（小学校共通教材曲）
14 ふしぎなポケット ふしぎなポケット
15 ふるさと（小学校共通教材曲）ふるさと（小学校共通教材曲）
16 ミッキーマウス・マーチ ミッキーマウス・マーチ
17 めだかの学校 めだかの学校
18 やぎさんゆうびん やぎさんゆうびん
19 勇気 100％ 勇気 100％
20 ゆき ゆき
21 アイアイ＊ 赤鼻のトナカイ＊
22 おべんとう＊ 犬のおまわりさん＊
23 こぶたぬきつねこ＊ うみ（小学校共通教材曲）＊
24 世界中のこどもたちが＊ 大きなくりの木の下で＊
25 たきび＊ 大きな古時計＊
26 南の島のハメハメハ大王＊ 思い出のアルバム＊
27 虫のこえ（小学校共通教材曲）＊ おもちゃのチャチャチャ
＊
28 山の音楽家＊ さんぽ＊
29 夕やけ小やけ（小学校共通教材曲）＊ ジングルベル
＊
30 ゆかいな牧場＊ ちょうちょう＊
31 どんぐりころころ＊
32 森のくまさん＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 4 大学以前に知っていた子どもの歌 80％～89％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 おばけなんてないさ おばけなんてないさ
2 赤鼻のトナカイ＊ おべんとう＊
3 小さな世界＊ こぶたぬきつねこ＊
4 もみじ＊ 世界中のこどもたちが＊
5 たきび＊
6 南の島のハメハメハ大王＊
7 虫のこえ（小学校共通教材曲）＊
8 山の音楽家＊
9 夕やけ小やけ（小学校共通教材曲）＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 5 大学以前に知っていた子どもの歌 10％未満
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 あくしゅでこんにちは あくしゅでこんにちは
2 越天楽今様（小学校共通教材曲）
越天楽今様（小学校共通教
材曲）
3 そらでえんそくしてみたい そらでえんそくしてみたい
4 スキーの歌（小学校共通教材曲）
スキーの歌（小学校共通教
材曲）
5 だから雨ふり だから雨ふり
6 どこでねるの どこでねるの
7 ふうせん ふうせん
8 冬げしき（小学校共通教材曲）冬げしき（小学校共通教材曲）
9 ぶらんこ ぶらんこ
10 ゆげのあさ ゆげのあさ
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 6 大学以前に知っていた子どもの歌 10％～19％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 ありさんのおはなし ありさんのおはなし
2 いるかはざんぶらこ いるかはざんぶらこ
3 おほしさま おほしさま
4 きみとぼくのラララ きみとぼくのラララ
5 しずかなクリスマス しずかなクリスマス
6 春の風 春の風
7 日のまる（小学校共通教材曲）日のまる（小学校共通教材曲）
8 まきばの朝（小学校共通教材曲）
まきばの朝（小学校共通教
材曲）
9 山のワルツ 山のワルツ
10 シンデレラのスープ＊
11 やまびこごっこ＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
衣川久美子 他：総合子ども学科 学生の音楽経験と既知曲の傾向 ５３
レラのスープ》など 4曲の新しい曲が含まれている。
共通している曲が 9曲，＊印の曲が 2曲で，合計 11曲
あった。
以上のように，20％未満の学生しか知らない「大
学以前に知っていた子どもの歌」は，2012年～2015
年度の 4年を通して 10％未満が 10曲で，20％未満
が 11曲，計 21曲あり，テキスト掲載曲 111曲の約 1
/5であった。このことは，21曲をほとんどの学生が
知らなかったということを示している。
2．大学以後に知った子どもの歌
「大学以後に知った子どもの歌」とは，このアンケ
ートをとるのが 2年生の 6月ごろのため，この時点で
の調査の結果である。上記の 1節で大学以前に知って
いた曲が多いと結果が出たように，資料 4-1と資料 4-
2に示すように大学以後に知った曲の上位が少ない。
2012年度は 100％の学生が「大学以後に知った子ど
もの歌」は無く，2013年度以降では 90％以上が無
い。
初めに，80％以上の学生が「大学以後に知った子
どもの歌」を分析する。表 7に見るように，ここでは
共通の曲が《ありさんのおはなし》1曲だけで，＊印
が 5曲，全部で 6曲あった。《ありさんのおはなし》
は，養成校の指導者では誰もが知っている曲の一つだ
が，学生の 80％以上が知らなかったということと，
子どもの頃に習ってきていないという事実は非常に驚
きである。いわゆる，ジェネレーションギャップと言
えるだろう。あとの 5曲は新しい曲であった。＊印の
《しずかなクリスマス》《だから雨ふり》の 2曲は，い
ずれも新沢としひこと中川ひろたかの作品である。彼
らは 1980年代から活動している保育現場出身の作詞
家と作曲家である。この 2曲は，すでに保育や教育現
場で多く用いられているはずだが，テレビなどで広く
放送されている曲ではないため，今の学生は知ってい
る者が少なかった。《ふうせん》もあそびうた作家で
ある湯浅とんぼ作詞・中川ひろたか作曲の歌である
が，同様にあまり知られていない。《シンデレラのス
ープ》は，1988年に NHK 教育テレビ“おかあさん
といっしょ”から生まれた曲であるため，学生の幼児
期にはテレビであまり放送されていなかったのかも知
れない。
次に，50％～79％をまとめて分析してみる。
50％～79％の学生が「大学以後に知った子どもの
歌」は，表 8に見るように，共通の曲が 3曲，＊印の
曲が 13曲，合わせると 16曲であった。共通の曲《き
のこ》は 1966年に作られ，《おはながわらった》が
1962年に，《いるかはざんぶらこ》は 1980年に作ら
れているので，学生に馴染みがなかったようである。
《にじ》は新沢としひこと中川ひろたかの曲で，半分
位の学生が知らなかった。＊印の《あくしゅでこんに
ちは》《おはよう》《せんせいとおともだち》《はをみ
がきましょう》は，保育・教育現場の生活の歌として
よく歌われているようだが，地域や園によっては，歌
われていない場合もあるようだ。《ゆきのこぼうず》
は元々外国の遊び歌であるが，日本では《いとまきの
うた》という手遊び歌として伝えられてきたため，
《ゆきのこぼうず》の歌詞は知らない学生が多い。小
学校共通教材の 3曲《越天楽今様》《スキーの歌》《日
のまる》は，50％以上の学生が知らなかったと答え
ている。《越天楽今様》は鑑賞はしているが，歌とし
て習って来ていないということが考えられる。《スキ
ーの歌》や《日のまる》は，あまり教材として扱われ
ていないこともわかった。
次に，下位について述べる。「大学以後に知ったこ
どもの歌」が 0％，つまり全員が知っていた曲は表 9
表 7 大学以後に知った子どもの歌 80％以上
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 ありさんのおはなし ありさんのおはなし
2 いるかはざんぶらこ＊ シンデレラのスープ＊
3 しずかなクリスマス＊
4 だから雨ふり＊
5 ふうせん＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 8 大学以後に知った子どもの歌 50％～79％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 きのこ きのこ
2 おはながわらった おはながわらった
3 にじ にじ
4 越天楽今様（小学校共通教材曲）＊ あくしゅでこんにちは
＊
5 スキーの歌（小学校共通教材曲）＊ いるかはざんぶらこ
＊
6 日のまる（小学校共通教材曲）＊ おはよう
＊
7 しずかなクリスマス＊
8 せんせいとおともだち＊
9 だから雨ふり＊
10 とけいのうた＊
11 はをみがきましょう＊
12 ふうせん＊
13 ゆきのこぼうず＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
甲南女子大学研究紀要第 53号 人間科学編（2017年 3月）５４
に見るように，2012年度で 19曲，2013年度以降が
13曲であった。共通している曲は 9曲で，＊印の曲は
2012年度が 10曲，2013年度以降が 4曲で，2012年
～2015年度の 4年を通して 23曲あった。表 9で曲目
を見てみると，23曲すべての曲が，大学以前に知っ
ていた曲の 90％～100％のところに含まれていること
がわかる。いずれの曲も，保育・教育現場では欠かせ
ない楽曲である。
10％未満では，表 10に見るように「大学以後に知
った子どもの歌」の共通の曲が 22曲で，＊印の曲
2012年度 8曲，2013年度以降が 12曲で 20曲あり，
合計 42曲であった。これは全体の 2/5にあたる。0％
の 23曲と 10％未満の 42曲を合わせると 65曲であ
る。
次に「大学以後に知った子どもの歌」の 10％～19
％も分析してみる。表 11に見るように，共通してい
る曲は 5曲で，＊印の曲は 2012年度 2曲，2013年度
以降 6曲あり，共通している 5曲と，＊印の曲 2012年
度 2曲，2013年度以降 4曲で 6曲あり，4年を通して
11曲になる。小学校共通教材の《春の小川》《ひらい
たひらいた》《茶つみ》《子もり歌》《もみじ》《さくら
さくら》の 6曲は，ほとんどの学生が知っていて，小
学校で習ってきたようである。
「大学以前に知っていた子どもの歌」と「大学以後
に知った子どもの歌」について，まとめる。「大学以
後に知った子どもの歌」に関しては，0％～19％まで
の曲数を合計すると，2012年～2015年度の 4年を通
して 57曲あり，テキスト 2冊の総掲載数 111曲中の
1/2である。「大学以前に知っていた曲」の 80％以上
の学生が知っていた曲が 65曲で全体の約 7割となる。
割合が，ほぼ一致していると言える。以上の結果か
表 9 大学以後に知ったこどもの歌 0％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 お正月 お正月
2 かたつむり（小学校共通教材曲）
かたつむり（小学校共通教
材曲）
3 さんぽ さんぽ
4 ジングルベル ジングルベル
5 ちょうちょう ちょうちょう
6 ドレミの歌 ドレミの歌
7 ハッピー・バースディ・トゥ・ユー
ハッピー・バースディ・ト
ゥ・ユー
8 ぶんぶんぶん ぶんぶんぶん
9 森のくまさん 森のくまさん
10 あわてんぼうのサンタクロース＊ 一年生になったら
＊
11 犬のおまわりさん＊ めだかの学校＊
12 ちゅうりっぷ＊ ゆき＊
13 うみ（小学校共通教材曲）＊ 勇気 100％＊
14 うれしいひな祭り＊
15 大きなくりの木の下で＊
16 大きな古時計＊
17 おもちゃのチャチャチャ＊
18 どんぐりころころ＊
19 ふしぎなポケット＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 10 大学以後に知った歌 10％未満
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 アイアイ アイアイ
2 思い出のアルバム 思い出のアルバム
3 赤鼻のトナカイ 赤鼻のトナカイ
4 きよしこの夜 きよしこの夜
5 こいのぼり こいのぼり
6 こぎつね こぎつね
7 こぶたぬきつねこ こぶたぬきつねこ
8 さっちゃん さっちゃん
9 しゃぼんだま しゃぼんだま
10 世界中のこどもたちが 世界中のこどもたちが
11 世界に一つだけの花 世界に一つだけの花
12 ぞうさん ぞうさん
13 たきび たきび
14 たなばたさま たなばたさま
15 小さな世界 小さな世界
16 にんげんっていいな にんげっていいな
17 春が来た（小学校共通教材曲）春が来た（小学校共通教材曲）
18 ふるさと（小学校共通教材曲）ふるさと（小学校共通教材曲）
19 虫の声（小学校共通教材曲）虫の声（小学校共通教材曲）
20 やぎさんゆうびん やぎさんゆうびん
21 山の音楽家 山の音楽家
22 夕やけ小やけ（小学校共通教材曲）
夕やけ小やけ（小学校共通
教材曲）
23 一ねんせいになったら＊ あわてんぼうのサンタクロース ＊
24 おべんとう＊ 犬のおまわりさん＊
25 ミッキーマウスマーチ＊ うみ（小学校共通教材曲）＊
26 南の国のハメハメハ大王＊ うれしいひな祭り＊
27 めだかの学校＊ 大きなくりの木の下で＊
28 勇気 100％＊ 大きな古時計＊
29 ゆかいな牧場＊ おもちゃのチャチャチャ＊
30 ゆき＊ 子もり歌（小学校共通教材曲）＊
31 ちゅうりっぷ＊
32 どんぐりころころ＊
33 ふしぎなポケット＊
34 ミッキーマウス・マーチ＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
衣川久美子 他：総合子ども学科 学生の音楽経験と既知曲の傾向 ５５
ら，学生が大学以前に子どもの歌をあまり知らないと
いう事実は変わっていないことがわかった。我々指導
者が知って欲しいと願う曲を，しっかりと指導してい
かなければならないことを，あらためて痛感した。
3．子どもの頃によく歌っていた歌
まず「子どもの頃によく歌っていた歌」の概要を述
べる。2012年度の回答曲は全部で 132曲，テキスト
掲載曲とテキストにない曲についての内訳は不明であ
る4）。表 12に示す 10曲以外に 5名以下の回答曲が
122曲あり，その中で 1名のみの回答 84曲は全体の
64％を占めている。2013年度以降の回答曲は全部で
111曲，その内訳はテキスト掲載曲が 60曲，テキス
トにない曲が 51曲とほぼ近い割合であった。表 12に
示した 17曲以外に，5名以下の回答曲が 94曲あり，
この中で 1名のみの回答は 86曲で全体の 77％を占め
ていた。1名のみの回答数とテキストにない曲の回答
数から，学生の音楽的嗜好やバックグラウンドの多様
さが見えてくる。
次に上位の回答曲を比較して述べる。2012年度の 6
名以上が回答した 10曲は全てテキスト掲載曲である。
これを基準に 2013年度以降の 6名以上の回答曲を分
析した結果，2013年度 14曲，2014年度 12曲，2015
年度 20曲で，平均 17曲，全曲がテキスト掲載曲であ
った。この回答数の増加は，子どもの歌に対する学生
達の意識が年々高まっていることを感じさせる。ま
た，上位回答数が 2012年度 97名から 2013年度以降
145名と 1.5倍に増加していることも意識の高まりを
示していると言える。
2012年度の「子どもの頃によく歌っていた歌」で
回答数が一番多いのは，《さんぽ》20名で，2位《チ
ューリップ》12名，3位《思い出のアルバム》11名
である。この後に続くのは，4位《ドレミの歌》10
名，5位《勇気 100％》9名，6位《ともだちになるた
めに》8名，7位《にんげんっていいな》《世界中のこ
どもたちが》《にじ》各 7名，8位《ぞうさん》6名で
ある。2013年度以降で回答数が一番多かったのは
表 11 大学以後に知った子どもの歌 10％～19％
2012年度（107名） 2013年度以降（119名）
1 おばけなんてないさ おばけなんてないさ
2 そうだったらいいのにな そうだったらいいのにな
3 春の小川（小学校共通教材曲）春の小川（小学校共通教材曲）
4 ひらいたひらいた（小学校共通教材曲）
ひらいたひらいた（小学校
共通教材曲）
5 茶つみ（小学校共通教材曲）茶つみ（小学校共通教材曲）
6 子もり歌（小学校共通教材曲）＊ おべんとう＊
7 もみじ（小学校共通教材曲）＊ 南の島のハメハメハ大王＊
8 ゆかいな牧場＊
9 さくらさくら（小学校共通教材曲）＊
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 12 子どもの頃によく歌っていた歌 6名以上の曲
順位 2012年度生（107名） 人数 2013年度以降（平均 119名） 平均
1 さんぽ 20 さんぽ 18
2 チューリップ 12 ドレミの歌 14
3 思い出のアルバム 11 思い出のアルバム 14
4 ドレミの歌 10 チューリップ 9
5 勇気 100％ 9 にんげんていいな 9
6 ともだちになるために 8 勇気 100％ 8
7 にんげんていいな 7 世界中のこどもたちが 8
8 世界中のこどもたちが 7 にじ 7
9 にじ 7 あわてんぼうのサンタクロ－ス＊ 7
10 ぞうさん＊ 6 世界にひとつだけの花＊ 7
11 森のくまさん＊ 7
12 バスごっこ＊ 7
13 ふしぎなポケット＊ 6
14 ちょうちょう＊ 6
15 ぶんぶんぶん＊ 6
16 おもちゃのチャチャチャ＊ 6
17 ともだちになるために＊ 6
合計 上位回答数 97名 上位回答数 145名
＊印は両年度に共通していない曲を示す
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《さんぽ》18名で，2位《ドレミの歌》《思い出のアル
バム》各 14名，3位《チューリップ》《にんげんって
いいな》各 9名であった。この後に続くのは，4位
《勇気 100％》《世界中のこどもたちが》各 8名，5位
《にじ》《あわてんぼうのサンタクロース》《世界に一
つだけの花》《森のくまさん》《バスごっこ》各 7名，
6位《ふしぎなポケット》《ちょうちょう》《ぶんぶん
ぶん》《おもちゃのチャチャチャ》《ともだちになるた
めに》各 6名であった。2012年度の《ぞうさん》は，
2013年度以降，＊印の付いた 8曲と入れかわってい
る。それは《あわてんぼうのサンタクロース》《世界
に一つだけの花》《森のくまさん》《バスごっこ》《ふ
しぎなポケット》《ちょうちょう》《ぶんぶんぶん》
《おもちゃのチャチャチャ》である。ちなみに 2013年
度以降の《ぞうさん》のデータは回答数 5名で 7位，
そのため表 12にあがっていない。＊印のついた 9曲が
表 13 2013年度以降 子どもの頃によく歌っていた歌 テキストにない曲
ぼくのミックスジュース＊ あ・い・うー＊ サンタが街にやってくる
だんご三兄弟＊ 青い空 三百六十五歩のマーチ
にじの向こうに＊ あさのうた Secret base～君がくれたもの～
こぶたぬきつねこ りんごのひとりごと SHAKE
小さな世界 赤いくつ ジブリの曲歌全般＊＊＊
ビリーブ＊＊ 上がり目下がり目（手遊び歌） すいかの名産地（手遊び歌）
むすんでひらいて（手遊び歌） アップルパイひとつ＊ 睡眠不足のうた
虫歯建設株式会社＊ あまだれこぞうさん らいおんハート（スマップ）
アンパンマンマーチ＊＊ イカイカイルカ＊ スプーン姫さまは今日もスプーン＊
げんこつ山のたぬきさん（手遊び歌） おいものうた タンポポ団にないろう＊
とんとんとんとんひげじいさん（手遊び歌） おおきなたいこ 小さい秋みつけた＊＊
ゆかいな牧場 おかあさん ちいさなキタキツネ
糸まきのうた（手遊び歌） おかあさんといっしょの歌全般＊ 地球よまわれ
かえるのがっしょう（輪唱） おどるポンポコリン＊＊＊ ちっちゃないちご（手遊び歌）
きらきら星 おべんとうばこのうた（手遊び歌） つばさ
クリスマスのうた（賛美歌など） おほしさま 手のひらを太陽に＊＊
旅立ちの日に おりづる 天才バカボン＊
ねこふんじゃった かえるのみどりちゃん（ドラえもん）＊＊＊ ドロップスのうた
うたえバンバン かごめかごめ（わらべ歌） 涙そうそう
オニのパンツ かっこう ののさま
およげたいやきくん＊ かっぱなにさまかっぱさま＊ 花
カントリーロード かめの遠足 春が来た
君をのせて＊＊ カレンダーマーチ バナナのおやこ＊
公園に行きましょう＊ 川の流れのように ぽよよん行進曲＊
クラリネットをこわしちゃった 気球に乗ってどこまでも パンダ・うさぎ・コアラ＊
ジャングルポッケ 北風小僧の寒太郎＊＊ はとぽっぽ
翼をください 記念樹 いい湯だな（ドリフターズ）
通りゃんせ（わらべ歌） キャベツのなかから（手遊び歌） パフ＊
となりのトトロ＊＊＊ クレヨンのうた ぱわわぷ体操＊
ドラえもん＊＊＊ クレヨンしんちゃん＊＊＊ Bestfriend**
とんでったバナナ＊ グリーングリーン＊ ポケモンゲットだぜ＊
どんな色が好き＊ グーチョコランタン＊ 星に願いを＊＊＊
はじめの一歩 くじらのとけい＊ 星の世界
七つの子 ことり みかんの花咲く丘
ゆうびんやさん（遊び歌） この星にうまれて ミニモニの歌（女性グループ）＊
夢日和（ドラえもん）＊＊＊ 心絵（アニメ）＊＊＊ メロンパンナちゃんの歌＊＊＊
WA になっておどろう＊＊ こもりうたの替え歌 スーパーカリフラジスティックエクス
ピアリドーシャス＊＊＊われは海の子 さよならさんかくまたきてしかく（わらべ歌）
3名以下の回答 113曲
＊印は「お母さんといっしょ」のうた，＊＊はみんなのうた，＊＊＊はアニメ・ミュージカル映画を示す
衣川久美子 他：総合子ども学科 学生の音楽経験と既知曲の傾向 ５７
両年度に共通していない曲である。
両年度に共通している 9曲と＊印のついた 9曲を合
わせた 18曲は，2012年～2015年度の学生達が子ども
時代に親しんだ人気曲であると言える。この中に，J-
POP の《世界に一つだけの花》が上位に登場してい
るのは，今日的傾向であろう。また，新沢としひこと
中川ひろたかの《世界中のこどもたちが》《にじ》《と
もだちになるために》3曲が上位に含まれている事も
特徴である。加えて，1節で述べた大学以前に知って
いた曲と比較すると，18曲中 14曲は 90％以上が大
学以前に知っていた曲であり，他の 4曲も 60％以上
に入っている。
2013年度以降のテキストにない曲の回答は平均 50
曲であったが，参考までに，2012年～2015年度まで
の 3年間の回答全 113曲を表 13に示す。5名，4名の
回答はゼロで，左上から順に 3名，2名，1名の区切
りを 2重線で示している。1名のみの回答が圧倒的に
多いことがわかる。＊印で示すように，NHK「お母さ
んといっしょ」・NHK「みんなの歌」・FNN「ポンキ
ッキ」・アニメ・ミュージカル等の歌が多く含まれて
いる。また，遊び歌や祖父母と歌ったような古い童謡
も含まれている。
4．子どもの頃に歌っていた歌は誰に習ったか
まず「子どもの頃に歌っていた歌は誰に習ったか」
の概要を述べる。表 14に見るように，2012年度の回
答は全部で 12件，2013年度以降は 13件であった。
共通項目は 9件，＊印のついた 8件は両年度に共通し
ていない項目である。両方を合わせた 17件が，2012
年～2015年度の学生達が子どもの頃に習った人や場
所の全容であると言える。件数としては変わりない
が，回答数が 255件から 350件に増加しているのは，
子どもの頃に歌っていた歌について，学生の関心度が
高まっていることを表していると言える。
次に上位の回答を比較して述べる。2012年度の 1
位は習い事の先生 55名，2位はテレビ 51名，3位は
父親・母親 49名の順である。2013年度以降は 1位が
父親・母親 84名，2位幼稚園 71名，3位がテレビ 51
名であった。2012年度にトップだった習い事の先生
55名が，2013年度以降は 21名に半減している。これ
は，学習塾通いが社会現象である昨今，歌を覚えるよ
うな場所が減っていることが推測される。また，2012
年度 3位であった父親・母親が，2013年度以降 1位
になったことは意外であった。テレビを通じて歌を覚
える傾向がますます強くなっていくだろうという予想
に反し，父親・母親が 2012年度 49名，2013年度 69
名，2014年度 77名，2015年度 100名と年々増加して
いる。特に 2015年度の 100名という回答は有効回答
数の 83％であり，ほとんどの学生が両親から歌を習
っていたということになる。また祖父母や兄・姉・家
族という回答も急増しており，親子や家族で一緒に歌
う場面が想像される。また，幼稚園も 2013年度 48
名，2014年度 76名，2015年度 90名と年々増加して
いる。年度で比較すると 2013年度以降は 2倍になっ
ており，幼稚園が果たす役割の大きさを示している。
反面，小学校・保育所（園）・学童保育などの教育機
関は何故かあまり変化がない。またテレビは 2012年
度と 2013年度以降は同数で変化はないようであるが，
2013年度 67名，2014年度 43名，2015年度 44名と
やや減少傾向がみられる。今後の観察が必要である
表 14 子どもの頃に歌った歌は誰に習ったか
順位 2012年度（107名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 習い事の先生（ピアノ・電オルガン他） 55 父親・母親 84
2 テレビ（アニメ・「おかあさんといっしょ」他） 51 幼稚園 71
3 父親・母親 49 テレビ（アニメ・「おかあさんといっしょ」他） 51
4 幼稚園 36 保育園 22
5 保育園 28 小学校 22
6 小学校 17 習い事の先生（ピアノ・電オルガン他） 21
7 CD・カセット VTR* 10 祖父・祖母 14
8 祖父・祖母 5 兄・姉・家 7
9 兄・姉・家族 1 学童保育他 2
10 学童保育他 1 本・歌の本＊ 2
11 町内放送＊ 1 友達＊ 2
12 合唱＊ 1 叔母＊ 1
計 回答数 255名 回答数 350名
＊印は両年度に共通している項目を示す
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が，これは近年ポンキッキのような民放の子ども番組
がなくなっていることや，保育が低年齢化し，在宅が
減っていることも要因と考えられる。またカセット・
VTR の回答数は 2012年度 10名であったが，2013年
度以降は 0.3名に激減している。こうした状況の中，
実際に人を介して歌を習ってきたという学生たちのバ
ックグラウンドに，あたたかいものを感じる。
5．一番好きな子どもの歌
まず「一番好きな子どもの歌」の概要を述べる。
2012年度の回答曲は全部で 36曲，テキスト掲載曲と
テキストにない曲についての内訳は不明である。2012
年度は，表 15に示す 10曲以外に 2名以下の回答曲が
26曲あり，その中で 1名のみの回答曲 18曲が全体の
50％を占めている。2013年度以降の回答曲は全部で
67曲，その内訳はテキスト記載曲が 47曲，テキスト
にない曲が 20曲であった。表 15に示す 9曲以外に 2
名以下の回答曲が 58曲，この中で 1名以下の回答は
53曲で全体の 79％を占めていた。好きな曲は非常に
個別的であるため，2名以下の回答のすそ野の広がり
が，個人的嗜好の多様さを裏付けている。
次に上位の回答を比較して述べる。まず 2012年度
の 1位は《にじ》37名，2位《思い出のアルバム》10
名，3位《アイスクリームの歌》《世界中のこどもた
ちが》各 6名であった。この後に続くのは，4位《さ
んぽ》5名，5位《にんげんっていいな》4名，6位
《ともだちになるために》《ビリーブ》《あめふりくま
のこ》《勇気 100％》各 3名であった。《ビリーブ》5）を
除く 9曲は，全てテキスト掲載曲であった。2013年
度以降の回答を 2012年度の 3名以上のデータに合わ
せて分析すると，1位《にじ》38名，2位《思い出の
アルバム》8名，3位《ともだちになるために》7名
であった。この後に続くのは，4位《あめふりくまの
こ》6名，5位《世界中のこどもたちが》《アイスクリ
ームの歌》各 5名，6位《さんぽ》《うれしいひなま
つり》《にんげんっていいな》各 3名で，全てテキス
ト掲載曲であった。
両年度に共通する 8曲と＊印のついた 3曲を合わせ
た 11曲が，2012度～2015年度の学生達が特に好きな
曲であると言える。中でも共通する《にじ》が飛び抜
けて人気がある。《にじ》は《世界中のこどもたちが》
《ともだちになるために》とともに新沢としひこと中
川ひろたかによるもので，上記の中では最も若手の子
どもの歌の作家の作品であり，その新しい感覚が学生
たちに好まれているようである。2位は 2012年度，
2013年度以降ともに《思い出のアルバム》だが，こ
こから回答数が大きく減少している。一桁の数の回答
が 2012年度は 94％，2013年度以降は 99％を占めて
いるのに驚かされたのと同時に，学生がテキスト掲載
曲に捉われることなく率直に回答をしているので，実
態を捉える上で非常に興味深いデータとなった。
複数回答の「子どもの頃によく歌っていた歌」と 1
曲回答の「一番好きな子どもの歌」の数の比較はでき
ないが，表 16に見るように，両年度に共通している
7曲と＊印の付いた 13曲を合わせた 21曲が，おおよ
そ学生達が子どもの頃によく歌っていた好きな歌であ
るという事がわかる。特に両年度に共通している《に
じ》《思い出のアルバム》《さんぽ》《世界中のこども
たちが》《ともだちになるために》《にんげんっていい
な》《勇気 100％》の 7曲はその代表曲であることが
分かる。ここでもまた，新沢としひこと中川ひろたか
の《にじ》《世界中のこどもたちが》《ともだちになる
ために》の 3曲が登場している。《にじ》の回答数は
89名でトップ，《世界中のこどもたちが》27名で 4
位，《ともだちになるために》24名で 5位と非常に人
気がある。
表 15 一番好きな子どもの歌
順位 2012年度（107名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 にじ 37 にじ 38
2 思い出のアルバム 10 思い出のアルバム 8
3 アイスクリームのうた 6 ともだちになるために 7
4 世界中のこどもたちが 6 あめふりくまのこ 6
5 さんぽ 5 世界中のこどもたちが 5
6 にんげんていいな 4 アイスクリームのうた 5
7 ともだちになるために 3 さんぽ 3
8 あめふりくまのこ 3 うれしいひなまつり＊ 3
9 勇気 100％＊ 3 にんげんていいな 3
10 ビリーブ＊ 3
＊印は両年度に共通していない曲を示す
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表 17は，2013年～2015年度までの 3年間の「1番
好きな子どもの歌」の回答曲中，テキストにない 20
曲をまとめている。3節の表 13では，「子どもの頃に
よく歌っていた歌」のテキストにない曲 113曲を示し
たが，そこに含まれない ＊印で示す 10曲が新たに加
わった。この内 NHK「おかあさんといっしょ」で歌
われているのは，《ぼくのミックスジュース》《だんご
三兄弟》《ぼよよん行進曲》《くいしんぼおばけ》《ジ
ャングルぽっけ》《にじのむこうに》《どんな色がす
き》の 7曲，《ビリーブ》は NHK 番組「生きもの地
球紀行」のエンディングテーマ，《Tomrrow》はミュ
ージカル「アニー」の主題歌である。新しい感覚の曲
が含まれ，学生の好む曲の広がりや好きな歌へのこだ
わり，同時に時代の移行まで感じさせられる。2重線
は回答数 1以下との区切りを示している。
6．保育者になった時に子どもたちに伝えたい歌
まず「保育者になった時に子どもたちに伝えたい
歌」の概要を述べる。2012年度の回答曲は全部で 98
曲，テキスト掲載曲とテキストにない曲についての内
訳は不明である。表 18に示す 10曲以外に，5名以下
の回答曲が 78曲あり，その中で 1名のみの回答 56曲
は全体の 57％である。2013年度以降の回答曲は全部
で 81曲，テキストの内訳は，テキスト掲載曲が 65
曲，テキストにない曲が 16曲であった。表 18に示す
16曲以外に，5名以下の回答曲が 65曲あり，この中
で 1名のみの回答 21曲は全体の 30％で，2012年度
の半分以下になっている。1名の回答が半減し，6名
以上の回答数が増加しているのは，子どもたちに伝え
たい歌が，表の曲にほぼ絞られていることを示してい
ると考えられる。回答数は 2012年度 144名から 2013
年度以降 207名と約 1.5倍に増えている。保育者とい
う設定によって学生の意識が高まって回答数が増え，
よく考えて曲を選んでいることが分かる。
次に上位の回答を比較して述べる。表 18に示す通
り，2012年度の 1位は《にじ》39名，2位《思い出
表 16 比較表－子どもの時によく歌っていた歌と一番好きな歌
順位 子どもの頃のよく歌っていた歌 2012年 2013年以降 計 一番好きな歌 2012年
2013年
以降 計
1 さんぽ 20 18 38 にじ 37 38 75
2 思い出のアルバム 11 14 25 思い出のアルバム 10 8 18
3 ドレミの歌 10 14 24 アイスクリームのうた＊ 6 5 11
4 チューリップ＊ 12 9 21 世界中のこどもたちが 6 5 11
5 勇気 100％ 9 8 17 ともだちになるために 3 7 10
6 にんげんっていいな 7 9 16 あめふりくまのこ 3 6 9
7 世界中のこどもたちが 7 8 15 さんぽ 5 3 8
8 ともだちになるために 8 6 14 にんげんっていいな 4 3 7
9 にじ 7 7 14 勇気 100％ 3 2 5
10 ぞうさん＊ 6 5 11 ビリーブ＊＊ 3 1 4
11 あわてんぼうのサンタクロース＊ 7
12 世界に一つだけの花＊ 7
13 森のくまさん＊ 7
14 バスごっこ＊ 7
15 ふしぎなポケット＊ 7
16 ちょうちょう＊ 7
＊印は両年度に共通していない曲を示す ＊＊印はテキストにない曲を示す
表 17 一番好きな子どもの歌テキストにない曲
ぼくのミックスジュース ぼよよん行進曲 世界がひとつになるまで＊
ビリーブ かいじゅうのバラード＊ ちっちゃないちご
だんご三兄弟 くいしんぼおばけ＊ Tomorrow（アニー）＊
小さな世界 さよならぼくたちの保育園（幼稚園）＊ どんな色がすき
小さなにわ＊ ジャングルぽっけ 泣いたあかおに＊
はじめの一歩 12月だもん＊ 涙くんさようなら＊
にじのむこうに＊ すいかの名産地
＊印は表 13にない曲を示す
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のアルバム》27名，3位《世界中のこどもたちが》14
名である。この後に続くのは，4位《ともだちになる
ために》《さんぽ》各 12名，5位《あめふりくまの
こ》10名，6位《アイスクリームの歌》《シンデレラ
のスープ》《ドキドキドン！一年生》各 8名，7位
《大きな古時計》6名，すべてテキスト掲載曲である。
2013年度以降の 1位は《にじ》で 48名，2位は《思
い出のアルバム》29名，3位は《ともだちになるため
に》25名であった。この後に続くのは，4位《あめふ
りくまのこ》15名，5位《世界中のこどもたちが》14
表 18 保育者になった時に子どもたちに伝えたい歌
順位 2012年度生（107名） 人数 2013年度以降（平均 119名） 人数
1 にじ 39 にじ 48
2 思い出のアルバム 27 思い出のアルバム 29
3 世界中のこどもたちが 14 ともだちになるために 25
4 ともだちになるために 12 あめふりこまのこ 15
5 さんぽ 12 世界中のこどもたちが 14
6 あめふりこまのこ 10 さんぽ 11
7 シンデレラのスープ 8 シンデレラのスープ 7
8 アイスクリームのうた 8 アイスクリームのうた 7
9 ドキドキドン！一年生＊ 8 勇気 100％＊ 7
10 大きな古時計 6 南の島のハメハメハ大王＊ 7
11 きのこ＊ 7
12 大きな古時計 6
13 だから雨ふり＊ 6
14 にんげんていいな＊ 6
15 みんなともだち＊ 6
16 おはよう＊ 6
計 回答数 144名 回答数 207名
＊印は両年度に共通していない曲を示す
表 19 比較表－子どもの頃によく歌っていた歌・一番好きな歌・保育者になった時に子どもたちに伝えたい歌
順位 子どもの頃によく歌っていた歌
4年の
合計 一番好きな歌
4年の
合計
保育者になった時に
子どもたちに伝えたい歌
4年の
合計
1 にじ 14 にじ 38 にじ 87
2 思い出のアルバム 25 思い出のアルバム 18 思い出のアルバム 56
3 さんぽ 38 さんぽ 8 さんぽ 23
4 ともだちになるために 14 ともだちになるために 10 ともだちになるために 37
5 世界中のこどもたちが 15 世界中のこどもたちが 11 世界中のこどもたちが 28
6 にんげんっていいな 16 にんげんっていいな 7 にんげんっていいな 6
7 勇気 100％ 17 勇気 100％ 5 勇気 100％ 7
8 ドレミの歌＊ 24 あめふりくまのこ＊ 9 あめふりくまのこ＊ 25
9 チューリップ＊ 21 ビリーブ＊＊ 3 シンデレラのスープ＊ 15
10 ビリーブ＊＊ 4 アイスクリームのうた＊ 11 アイスクリームのうた＊ 15
11 ぞうさん＊ 11 うれしいひなまつり＊ 3 大きな古時計＊ 12
12 あわてんぼうのサンタクロース＊ 7 ドキドキドン！一年生＊ 8
13 世界に一つだけの花＊ 7 南の島のハメハメハ大王＊ 7
14 森のくまさん＊ 7 きのこ＊ 7
15 バスごっこ＊ 7 おはよう＊ 6
16 ふしぎなポケット＊ 7 だからあめふり＊ 6
17 ちょうちょう＊ 7 みんなともだち＊ 6
18 ぶんぶんぶん＊ 7
19 おもちゃのチャチャチャ＊ 7
＊印は相互に共通していない曲を示す ＊＊印は共通しておらず，テキストにない曲を示す
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名，6位《さんぽ》11名，7位《アイスクリームの
歌》《シンデレラのスープ》《勇気 100％》《南の島の
ハメハメハ大王》《きのこ》各 7名，8位《おはよう》
《大きな古時計》《だから雨ふり》《にんげんっていい
な》《みんなともだち》各 6名であった。
2012年度と 2013年度以降を比較すると，2013年度
は＊印の曲が増えている。両年度に共通する 9曲と＊印
の 8曲を合わせた 17曲を，学生達が保育に相応しい
歌として認識していると言える。中でも両年度に共通
する 9曲は最も大事な歌として考えていることが分か
る。ここでも新沢としひこと中川ひろたかの 3曲《世
界中のこどもたちが》《にじ》《ともだちになるため
に》が登場し，更に《だから雨ふり》《みんなともだ
ち》が加わり 5曲があがっている。これは 17曲のほ
ぼ 1/3であり，大きなウエイトだと言える。
表 19に見るように，「子どもの頃によく歌っていた
歌」，「一番好きな子どもの歌」，「保育者になった時に
子どもたちに伝えたい歌」の 3表を比較すると，2012
年～2015年度までの 4年間に 3表に共通するのは 7
曲で，＊印のついた 3表に共通しない曲が 27曲，2つ
を整理して合わせると 30曲であった。この 30曲は学
生の 2年生の時点での経験と学習の蓄積の結果と言え
る。《にじ》の回答数は 3表を合計すると 139名で 1
位，2位は《思い出のアルバム》99名，3位《さん
ぽ》69名その後に続くのは，4位《ともだちになるた
めに》61名，5位《世界中のこどもたちが》54名，6
位《にんげっていいいな》《勇気 100％》各 29名であ
った。この 7曲は幼児教育にふさわしい曲として学生
たちに認識されていることがわかる。またこの中に，
新沢としひこと中川ひろたかの《世界中のこどもたち
が》《にじ》《ともだちになるために》の 3曲がふくま
れており，幼い頃からの音楽体験を通して保育にふさ
わしい歌として大切に考えていると思われる。アンケ
ートを採った時期が 2年生の 6月なので，入学して 1
年強の幼児教育の学びが反映されていること，また 1
年生の後期から観察実習や 2年生から保育実習がある
ので，指導者としての意識が磨かれつつあることがう
かがえる。ちなみに《ビリーブ》以外は全てテキスト
掲載曲であった
7．弾き歌いの大事な 3つのポイント
2012年度の「弾き歌いの大事な 3つのポイント」
という設問に対する 3名以上の回答は，表 20の 12件
である。2名以下は不明である。2012年度に合わせて
3名以上の回答をまとめると，2013年度以降は 17件
であった。回答率が 11％から 15％に高まって，弾き
歌いの大切なポイントの気付きが増えている。また回
答数も 252件から 301件に増えており，前向きに取り
組んでいる姿勢が感じられる。
2章 7節でまとめた 2014年度と 2015年度入学時ア
表 20 弾き歌いの大事な 3つのポイント（3名以上の回答）
順位 2013年度以降（119名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 大きな声で歌う（伴奏よりも大きな声で） 59 大きな声で歌う（伴奏よりも大きな声で） 51
2 子どもの顔（目）を見ながら歌う 57 間違っても弾き直さない 49
3 間違っても弾き直さない 52 子どもの顔（目）を見ながら歌う 47
4 明るい笑顔で 32 明るい笑顔で 41
5 子どもが歌いやすい速さで伴奏する 16 楽しんで弾き歌う 29
6 楽しんで弾き歌う 11 子どもが歌いやすい速さで伴奏する 16
7 リズムを大切にする 6 元気に＊ 13
8 ピアノが弾ける・ピアノが大事＊ 5 「サンハイ！」の掛け声ををリズムよく 10
9 率先して歌い子どもをリードする 5 イメージ豊かに，表情豊かに歌う 9
10 コードで弾ける＊ 3 リズムを大切にする 6
11 「サンハイ！」の掛け声ををリズムよく 3 伴奏を間違えず正確に弾く＊ 5
12 イメージ豊かに，表情豊かに歌う 3 はっきりと歌う＊ 5
13 歌の雰囲気に合った伴奏をする＊ 5
14 メリハリのある弾き歌いをする＊ 4
15 メロディ－を間違えずにはっきり弾く＊ 3
16 率先して歌い子どもをリードする 3
17 子どもが興味を示し，楽しみ好きになるように＊ 3
計 回答数 252名 回答数 301名
＊印は両年度に共通していない件を示す
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ンケートでは，「ピアノや弾き歌いに対する質問と不
安」について，ピアノ実技への不安が 79件あがって
いた。弾き歌いについての具体的なイメージがまだつ
かめていない入学時であるため，漠然とした回答にな
っている。この既知曲のアンケートは，1年生後期の
「器楽・声楽Ⅰ」でピアノや弾き歌いの授業をスター
トし，2年生前期の「器楽・声楽Ⅱ」に入って 2か月
が経過した時点で実施している。幼児教育の授業を経
験しているので，それぞれに具体的な保育士・教師像
をつかみ，覚悟が決まりつつあるのが分かる。＊印の
付いていない項目は 2012年度と 2013年度以降に共通
の項目であるが，この 10項目は学生が弾き歌いを学
びながら，日々心掛けているポイントである。ま
た，＊印の付いている項目からも学生達の意気込みが
伝わってくる。
2012年度の 2名以下の回答データはないので，表
21に 2013年度以降の 2名以下の回答 27件をまとめ
た。右上から順に 2名，1名，1名以下の区切りを 2
重線で示している。学生達が自分にとって最も大切な
ポイントを，授業や体験から学び，同時に着実に獲得
しつつあることが分かる。大変頼もしい回答である。
3節～7節までの分析で明らかになったのは，「子ど
もの頃によく歌っていた歌」「一番好きな子どもの歌」
「保育者になった時に子どもに伝えたい歌」の上位は，
《ビリーブ》以外全てテキスト掲載曲であったことで
ある。テキスト掲載曲の適切さと同時に，指導者が知
っていてほしい歌を学生が保育に必要な歌としてきち
んと認識している事に感心させられた。また複数回答
の「子どもの頃によく歌っていた歌」「一番好きな子
どもの歌」の回答数が非常に多く，その半分がテキス
トにない曲であった。「保育者になった時に子どもに
伝えたい歌」の回答は上位に集中し，よく考えた真面
目な職業意識が感じられる。「弾き歌いの大事な 3つ
のポイント」の回答件数は全部で 63件，やはりよく
考えた熱心な授業態度が感じられる。2012年度から
2015年度の学生の資質は年々向上し，今後も期待で
きる嬉しい結果であった。
Ⅳ まとめと考察
今回は，「学生の音楽学習経験」については 10年分
のデータを整理し分析した。「高校での音楽の履修」
は 3年間を通して音楽を履修した学生が，2014年度
と 2015年度のデータのみであるが，24％という履修
率は保育系のコースを設ける高校が増加傾向にあると
いうことを示しており，特記すべき事項であると思わ
れる。今後の動向を見て行きたい。高校での音楽系ク
ラブは，全体的に減少し経験者も減少傾向にある。年
度ごとに単独で比較できるのは，吹奏楽部と合唱部の
みであった。その中でも，吹奏楽部がほとんどを占め
ている。「器楽・声楽」の授業においても，そのクラ
ブ経験が活かされているように感じる。読譜力などの
音楽的基礎がすでに身に付いており，特に鍵盤楽器未
経験者においては，クラブ経験の効果が感じられる。
また，鍵盤楽器の学習経験者は全体の 8割を占めてお
り，保育者や教育者を目指すためには，鍵盤楽器の習
得が必要不可欠であることを自覚していることを示し
ている。「鍵盤楽器所持の状況」についても，2014年
度と 2015年度のデータではあるが，約 9割が自宅に
鍵盤楽器を持っているという事実から，学生のほとん
どが，家庭における音楽環境を有していることもわか
った。2割弱の学生は，鍵盤楽器未経験者であるが，
表 21 2013年度以降 弾き歌いの大事な 3つのポイント（2名以下の回答）
1 確かな歌唱力（音程）・子どもの手本になるように歌う 15 歌詞を覚える・歌詞を間違えない
2 手元ばかり見ない・ピアノに集中しすぎない 16 音楽の楽しさを子どもに伝える
3 歌詞の意味を知る・歌詞を伝える 17 丁寧に
4 余裕をもって弾く 18 子どもとコミュニケーションをとる
5 季節や状況に合わせた選曲・子供が親しみやすい選曲 19 伴奏のベース音をしっかり出す
6 子どもが歌いやすいように伴奏を工夫する 20 子どもが歌いやすいように調を変える
7 臨機応変に 21 声に変化をつける
8 歌詞おくり 22 息継ぎのタイミング
9 体が自然に動くように弾く 23 一定のテンポで
10 子どもと一体になる 24 楽器の楽しさを伝える
11 自信を持って歌う・恥ずかしがらず堂々と歌う 25 曲のジャンルにより歌い方や弾き方を変える
12 子どもの声を聴きながら 26 導入をしっかりおこなう
13 子どもの声の大きさに合わせて伴奏や歌声を調節する 27 レパートリーを増やす
14 歌詞を覚える・歌詞を間違えない
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入学前や入学後にピアノの個人レッスンに通う者もい
る。鍵盤楽器未経験者や経験の浅い学生は，ピアノに
関する不安を 12件あげており，課題意識を持ってい
るとも言える。「使用教則本」については，鍵盤楽器
経験者の約 9割が，バイエルからブルグミュラー，ソ
ナチネへと至る学習を経てきた傾向は，10年間変わ
っていない。
既知曲に関しては，2012年度の結果では，使用テ
キストの共通既知曲が約 3割と少ないことがわかり，
その後も減り続けると予想していた。急激な変化はな
いものの，下降傾向にあることは事実である。
調査を続けたことで，今回の結果が得られたことは，
大きな成果であり，今後も実態調査を続けることの大
切さを痛感した。小学校共通教材曲に関しては，我々
が当然知っていると思っていた曲を，習って来ていな
い学生が多いこともわかった。小学校の音楽の教科書
の掲載曲にも J-POP が導入されたり，教科書以外の
曲を教員が使う場合も多く，そのために小学校共通教
材曲を習っていないということに，つながっているの
ではないかと思われる。
今回の比較調査で，学生の子どもの歌の好みが明ら
かになった。それは，保育現場出身の新沢としひこや
中川ひろたかの《にじ》《世界中のこどもたちが》《と
もだちになるために》《だから雨ふり》《みんなともだ
ち》が，学生に受け入れられやすい曲であることであ
る。音域が歌いやすく，歌詞は話し言葉で書かれてお
り，伴奏も比較的簡単であること。また，歌のテーマ
が生活に密着したものであることや，子どもの目線に
立って歌が作られていることが要因であると考えられ
る。
「子どもの頃に歌っていた歌は誰に習ったか」とい
う質問に対して，近年では親と歌ったという回答が 1
位となっていたが，これはとても貴重な結果である。
仕事を持った母親が増えている昨今，家に帰ってから
の子どもとの関わりの重要性を物語っているように思
える。この結果は意外であったが，親達の子どもとの
大切な時間を過ごす意識が高まっているように感じら
れる。「一番好きな歌」や「保育者になった時に子ど
もに伝えたい歌」に関しては，比較的新しい子どもの
歌が多い。既知曲のところで登場した新沢としひこや
中川ひろたかの曲やアニメの曲などが多いことからわ
かるように，時代と共に移り変わっていっているよう
だ。保育・教育現場では，園長先生などの趣味趣向に
より，懐かしいが少し古い童謡などを歌っているとこ
ろもあるが，時代の変遷とともに学生の好みも変化し
ている事実は否めない。今後も，学生の好みを通して
子どもの歌がどう変化していくのか，調べて行きた
い。また，唱歌や童謡の中には，後世に引き継いでい
かなければならない歌が沢山あるので，使用テキスト
に掲載している曲をしっかり指導していかなければな
らない。
今回の調査で，一番驚いたのは「弾き歌いで大事な
3つのポイント」という質問である。これに対する学
生の答えが増加し，内容が緻密になってきている。そ
れだけ，保育・教育への目標やプロ意識を持って，授
業に臨んでいることがわかる。我々は，学科設立以
来，限られた授業時間の中で，学生一人一人の音楽的
背景や実力を見ながら教員間で話し合いを行い，毎年
授業の改革を行ってきた。その成果が，学生のピアノ
や弾き歌いに対する意識の向上を導いたように考え
る。
Ⅴ お わ り に
今回の調査の分析により，学生の音楽的背景や既知
曲の実態を分析することにより，ピアノや弾き歌いに
対する意識も充分に把握することが出来た。学生の実
態を把握し，授業の改善を重ね，個々に則した指導を
行うことにより，学生との信頼関係も出来ている。ま
た，学生自身も「器楽・声楽」で培った積極性や実行
力を，他の音楽に関連する授業「保育内容の研究（音
楽表現）」「初等教科教育法（音楽）」「保育の表現技
術」で発揮することが出来ている。これは，これまで
の我々の研究の成果の表れであると実感している。同
時に，今後もこの研究を続けていかなければならない
と考えている。また，学生の既知曲の変化も調査しな
がら，今後の子どもの歌の傾向をつぶさに把握するこ
とが重要であると，感じている。そして何より“音楽
の楽しさを伝えられる学生”の育成を目指し，保育・
教育現場でピアノや弾き歌いが生き生きとできるよう
に，指導法を常に考え，音楽の楽しさを伝えなければ
ならないことを，あらためて実感した。
研究は 4名の共同研究で, 執筆は分担で行った。
各項の文責は，Ⅰは坂井，Ⅱ-1-2-3-4-5-6-7は由井，
Ⅲ-1-2・Ⅳ・Ⅴは衣川，Ⅲ-3-4-5-6-7は山﨑が担当し
た。
資料 1は坂井，図 1～11と表 1は由井，表 2～11と
資料 3・４は衣川，表 12～19と資料 2は山﨑が作成
した。
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注
１）吹奏楽には，マーチングバンドおよび市民吹奏楽団
を含む。
２）坂井康子・岡林典子・南夏世・山﨑和子（2006）『幼
稚園教諭，保育士，小学校教員をめざす人のためのピ
アノテキストー歌おう♪弾こう♪こどもとともに』ヤ
マハミュージックメディア
３）坂井康子・岡林典子・南夏世・佐野仁美（2008）『コ
ードでかんたん！こどものうたマイレパートリー』ヤ
マハミュージックメディア
４）2012年度の研究と分析方法が異なるため，3節と 7
節で述べることができるのは上位のデータのみである。
今後の研究につないで行くために，2013年度以降のデ
ータはすべて分析して述べている。
５）《ビリーブ》は NHK「生きもの地球紀行」のエンデ
ィングテーマである。卒業式の歌としてもよく歌われ
ている。
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